
2025年度 佐賀県
数学

kmkm



只
( ア ) 与 式 = 3 + 5

=fm

( イ ) 与式 = 2xt 6 y - 10 x - 5 Y
= - 8xtymmm

(ウ) 与式二
xy

=
(I) 与 式 =写 -≡2

= 5 - 2
=急

(2) 与式 = xy (x - 6)
～

(3) 解 の 公式 より

x =
ー 一( - 1 )± V ( % - 4 × 1 x( -

2 × 1

=

1 ±√5
2
mm



( 4 )
な国 のように頂点 を 定める

B 三角形⑦ について
L

D 22 =㎡+ 12
A

より OABCは LABC = 90
'

の直角角飛
C

よって 、 底面 をOABCBCIBD より 高さを BD として
求 める 体積 は

上 ×「 3
*

～消形の
“前年照

( 5 )

X

師

X



( 6 )

AEYBD より錯角が
等 しいので

凸回 ⑦ = 640
ー

ぁ AD に対 する 円周角は
等しいので、

⑨ = ③ = 640

また 、

⑦ = 180
~
- 950

= 850

角形 の 内角 の和 は 180より
<BDC = 180~ -( D +⑪

= 180 -64 - 85
'

= 31m

(7 )

⑨度数が 最 も 高 いのは 10 人 で 、そのときの階級は
120 ～ 150 分 なので 、最頻値は

120 t 150
= 135 分

2

よって正 しい

② データをにさい 順 に並べると
上位データ下位データ
～～

o … :
ー

20 人
“

…値点



下位データをさい 順 に並べると

20人

ー
900o000000030~60 60～90

第 1四分位数

よって第 1四分位数は 60分 ~ 90分 の階級であり 、

階級値 は

= 75 分

なので 誤り

③ 120 分未満 の 累積度数 は

mm

30
。「 00℃90

「 品。

= 19 人

なので 誤 り

④ 範囲 =最大値一最1 、 値

最小値 = 30 分以上 60分未満
⇒ 最小値 で 考えられるのは 30分

最大値 = 188 分以上 210分未満
⇒最大値で考 えられるのは 210 分 より 少ない

よって (210 分 より 少 ない … 30 分) = 180 分 より 少 ない
だから 、 範囲 は 180 分未満で 正しい



②
い
( ア )

A B DD E

中央値
中央値は C であり 、

5 人 の 中央値 は 30歳 なので
C の 年齢 は 30 歳
m

(イ ) Y = 3 x t 2
mmm

( ウ ) 平均値を 求めると
AT BTCTDTE

= 34 歳
5

ここで
A = x

, D = 3x + 2
,
C = 30

, B + E = 78

より
xt 30 t 3 xt 2 + 78

= 34
5

∞ 4 x t 110 = 34 ×5
= 170

⇒ 4x = 60 : x = 15 … A の 年歳
また 、 D = 3xt 2 より

D = 3 × 15 + 2 = 47

よって A : 15歳、 D - 47歳～



(2 )

( ア )

OABC はニ等辺角形
4 なので

LCAB = 45mmni
OCAF で 内角 の和 は

) 450 180 ”だから
∠FCAnn =180

~

- 45
~

- 90
'

= 450
～

よって OCAF は-AF CF
. LAFC

= 90
”

の 直角
=等辺三角形
またOABC は 二等辺角形で CFIAB より
F は AB の 中点、 よって

AF=答
したがって CF 5immmm
(イ )

OCDG と OCAF において
\

DEYAB より 同位角“x 等 しいので
1

LCDG = LCAF 一の〒 x√ <CGD = LCFA ー②
ー is / ①

.
② より 2組 の 角 がそれぞれェ

等しいので 、 OCDGSOCAF



よって

DG : AF = CG : CF

ここで。
しいより CF = 5 、 また、 GF =x より

CG = 15 - x よって

DG望一x : ⑤
Ʃ

や DG = -x) ×£5
)両辺は

⇐ DG = 15 -x
ここで G は DE の 中点より、 DG =上DE

、

したがって

IDE = 25 -x

:

. DE = 15 - 2xcmmmmum

(ウ )

ー
15 .2x
、

1

:



DABED は 台形であり
、 面積 が 36 cm より

{ ( 15 - 2x) + 15 } ×x
= 36

2

⇒ (5 - 2x + 15 ) x = 72

⇒ - 2x
2
+ 30 x - 72 = 0

⇒ x- 15x t 36 = 0

⇒ (x - 3 )(x- 12 ) = 0

<
: x = 3

,
12

CF = 15 で GF は CF より 短 いので 、 Ox ≤5
よって x = 3 : .FG =3cmmmm

㉛
) A は Y = x上 にあり 、 x =2 なので

y = (- 2 )
2

=志

(2 ) B は Y = ピ 上 にあり x = 1 なので
、

y = 12 = 1 :

:

B ( 1 . 1 )

一次関数 において、 傾 き = 変化 の 割合 だから
(-2, 4 )

傾き 二変化の割合
= x の増の
増加量

A +

3'
3

に 4
。
“ B ( 1 , 1 )

ニ

ル (-2 )

=③ 烈



13) l の 傾きは 一 4 だから 、
Y ニ - 4 xtb とおくと 、

A ( -2 , 4 ) を 通 るから
4 = - 4 × (- 2 )tb : b = - 4

よって Y = - 4 x -
4mmm

14 ) m の 傾 きは 2 だから 、
Y = 2 x + b とおくと

B ( 1 . 1 ) を 通 るから
1 = 2 × 1 t b : . b = -

よって m : L = 2 x -mmmm
点 C は 4 cm の 交点 より

{ 季こ 4二品
① を ② に代入 して

- 4x - 4 = 2 x - 1

=⇒ - 6x = 3

.

. x = -王
x = 一上 を ② に代入 して

y = 2 × (王 ) - 1

= 一 1 - 1

= - 2

よって C - I - 2)mmm



15 ) m は 、 ABを 通 る 直線に平行 だから 、

n を

AB を 通 る 直線 の 傾 きは等 しく (2 ) より - 1

よって n の 式 を Y - xtb とおくと
、
CL上 '

-2
)

を 通 るから

- 2 = -( 上 ) + b
ゃ D = - 2 - ≠

= ー

一
5

恋でーん
D は Y = ー x ー ② 上 にあり
Y = 0 だから

(-2 ,41 0 = - x

-
5

( 1, )
:: x = - ② . . D1-25 .01

mn
⑨

5
D 墨 (2, 0 ) 直線 AB と x 軸 の 交点 を(-2 , 0) @

」

E とする
C

(- 王
,
-2) 直線AB / N より

OBDCCOEDC の 面積
5 は等 しい

ny = - x-2 A
。

B
。

E
> a

n ) b ℃



また A

OADB = OADE - DBDE
。
B

以上 より D E

DADCB = OADBTOBDC

= OADE - LBDE T DEDC

直線 AB の 式 を Y ニxtb とおくと B い ) を通る

から
に 一 1 + b -

: b = 2
よって 、直線AB : Y ニ - x + 2で 、 E は Y = ーx +2上
にあり Y = 0 だから

O = - xt 2 : x = 2 : E(2 ,1
m

また

まな )
!ま

したがって

DADCB = I 4IMADEIzNoBDE
「
IYz 9

×
2

NoEDC
= 9 - 49 + z9

=

36 - 9 + 18
4

=筮



丗
いたは 接線で 、接続 と半径 は 垂直 に交わるから
OEIFC : LOEC = 90m

(2 )

OOCD と OOCE において
ロ ABCD は 正方形 だから
LODC = 90ーの

() より LOEC = 90 ー②
よって

LODC = LOEC = 90 ー③
OC は共通 だから

O ℃= OC ー ④

線分 OD
,
線分 OE は 円 O の 半径 だから

OD = 0 E ー ⑤
③
.

④ . ⑤ より 直角角形 の 斜辺と 他 の 1辺 が

それぞれ 等しいので 、 OOCD ニ OOCE (証明終わり )

(3 ) OOAF と OOEF において

LOAF = COEF = 90 ーの
OA = 0 E ( 円 の半径) ー②爽 OF = OF (共通 ) ー ③
①

.
②

.
③ より 直角角形の

ト2( 斜辺 と他 の 1辺がそれぞれ

ーノ
等しいので 、 OOAFEDOEF



AF = x とおくと、 AF = EF より EF =x
.

よって

FB = 1 - x
, CF = 1 tx

OFBC で 三平方 の 定理 より

1( + x%
=
( 1 - x)~+ に

⇐ x
+
2 xt 1 = x ー 2 x+1 + 1

⇒ 4 x = 1 : x = 女

常AFん
OGFACOCFB において
GDIBC より錯角が
等 しいので

℃ 立 LFAG =LFBC ー ①
ー

< FGA = LFCB ー②
①
,② より 2組 の 角 が卓 それぞれ等 しいので
OGFA ∞ OCFB

\

しいより AF = 出 、 BF
= 1 に 出二成 だか

、

OGFA とOCFB の 相似比は

AF =BFmn = 4 : 3 = 1.



相似な 角形 の 面積比 は、相似比 の 2乗 に
等 しいので

OGFA - SCFB = S : T

= 12 : 32
= 1 に 9
m

⑤ しい

( ア) 1 回目 は 4枚から取 るので 4通 り
m

、

2回目 は
3 枚から取 るので 3 通 り

～
3 回目 は 2枚 から取 る

ので 2
通

り…
、

よってカードの取 り 方 は
4 × 3 × 2 = 24 通 り

mmm

しイ ) 赤 いカードを AB . C . 、

白 いカードを 回 とする
。

樹形国 は以下 の 通 り

B§ 。 AKC AKB
√ @ 0

√
⑩ 0

AーC
\ 0 優と間
¤

B 0

☆建 ⑩気 。
C .



B O A が 2枚出 るのは 12通りんだから

√
A K C 0

求 める確率 は
2回 = 上

☆- B大ピ um

\
Cペ

( ウ) 2 回目 に θ がこれば 、 赤白赤 となる
イ ) の 樹形国 より6 通り mだから、 求 める確率は

然
(2 )

( ア )

ー
20 cm

へ
②

A
'
3 % Q§B

国より 、 PQ = 20 - (3 + 3 )
= 14cmmmm

(イ )

ー 3

20 cm

へー… …
7θ

\ '

A 7 ーupOB ⑬



国 より

PB = AB - AP = 20 - 13 =2
AQ = AB - BQ = 20 - 132

よって

PQ = 20 ー - ( 7 +7 )

= 6cmmm

( ウ )

円 Q の 半径 は最初 8 cm で 、
1秒 ごとに 1 cm 大きく

なるから 、 x秒後 の 半径 はtxcmmun
このとき 、 円 PQ の 半径 の 差 は

8txmmm - 6 = 2 + x cmー①

円 Q の半径筒節 の半径
しい ) P が 左側、

Q が 右側 にあるとき

⑦

^

0
.

沙



PQ = 20 - 2x

①=② だから
mmmn

ー③

2 + x = 20 - 2x

⇒ 3x = 18
.
. x = 6

し ii ) P が 右側 、

Q がな 側 にあるとき

ープ

A
PB = AB - AP = 20 -x

AQ = AB - BQ = 20 - x

より

PRAB - PB - AR
= 20 - (20 - x ) ー (20 -x )

= 20 - 20 tx - 20 tx

= 2 x - 20
ー③

①=③より ~
～

2 tx = 2x -20

: . x = 22

よって 6秒後 、
22 秒後mmmnn


